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みなとまちシンポジウム

アーティスト・レクチャー；田村友一郎 西戸部のみつけかた展

都市イノベーション学府展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市で暮らし、学び、働き、余暇を過ごす誰もが、地域に活力をも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たらすアーバニストになる可能性を秘めているはず。YNU×LOCAL

会期中は横浜国立大学（YNU）が取り組んでいる地域実践プロジェクトを一挙にご紹介します。独自の視点を

持った様々な地域での取り組みからは、次世代のまちづくりの芽が育ちはじめています。

日時：2017 年2月27日（月）– 3月5日（日）14：00–17：00
場所：第4地区会館／神奈川県横浜市西区西戸部町1丁目116
主催・企画：
横浜国立大学都市イノベーション研究院“Y-GSA”、
横浜国立大学先端科学高等研究院（IAS)
「次世代居住都市研究」ユニット

WEB：http://cn-ygsa.jp/
問合せ：045-339-4071（Y-GSA）

主催：横浜国立大学
共催：地域実践教育研究センター　都市イノベーション学府　Y-GSA　Y-GSC　先端科学高等研究院　アーバニストスクール準備室
連携：神奈川県環境農政局　神奈川県西版DMO「かながわ観光コンベンション・ビューロー」　小田原市　南足柄市　箱根町　小田原箱根商工会議所　JTBグループ　富士フィルムグループ　小田原市観光協会　南足柄市観光協会　PORTY　和田町タウンマネジメント協議会　
和田町商店街　盛光堂　ひまわり亭　CAFE LOUNGE Ms　大学生協　和田町タウンマネジメント協議会　NPO法人ダンボ　横浜市政策局　アクションポート横浜　常盤台地域コミュニティハウス　NPO法人外国人すまいサポートセンター　地域市民ACTかながわTPAK

コトラボ合同会社ヨコハマホステルヴィレッジ　和商市場　釧路市水産港湾空港部水産課　UDC-SEA　大田クリエイティブタウン研究会　大田観光協会　大田区（産業振興課、観光課）　 工和会協同組合　首都大学東京　特定非営利活動法人日本語・教科学習支援ネット　
任意団体多文化まちづくり工房　NPO法人Me-net（多文化共生教育ネットワークかながわ）　横浜市西区第4地区自治会連合会　一本松まちづくり協議会
発行：横浜国立大学　広報マネジメント：藤末萌　グラフィックデザイン：長尾周平

日時：2017年2月21日（火）13：00 開場　13：15–16:45
場所：横浜国立大学 経済学部講義棟2号館（N4-3棟） 1Fホール 111室
主催：地域実践教育研究センター／共催：UDC-SEA、アーバニストスクール準備会
WEB：http://www.chiki-ct.ynu.ac.jp
問合せ：chiki-ct@ynu.ac.jp／ 045-339-3579

日時：2017年2月23日（木）14：30－17：30
場所：横浜国立大学 Y-GSCスタジオ／教育人間科学部4号館（S4-2 美術棟）隣
登壇：田村友一郎［アーティスト］、上崎千［芸術学／アーカイヴ理論］、平倉圭［Y-GSC］
主催・企画：Y-GSC　WEB：http://www.ygsc-studio.ynu.ac.jp　問合せ：kei.hirakura@gmail.com（平倉圭）

　かつてから、みなとまちは農山村とのつながりから物産の集散地として、国内外との交易や多様な

地域の人々が交流することによって栄え、新たな文化や産業を創出してきました。また、港を出航し

た船は、国内外の各みなとまちを寄港することを通して、各みなとまちの特徴を知ることができました。

　各みなとまちは独自の文化や歴史を有しながらも、その環境を構成する要素には共通する特徴も多

く、現代における課題も類似している点があります。そこで、横浜国立大学では国内外の各地のみな

とまち同士が交流するネットワーク「みなとまちネットワーク」* を形成し、みなとまち及びその周

辺地域に関わる地域課題を解決し、共に発展していくことを目指しています。

　本シンポジウム「みなとまちシンポジウム」は、その情報発信と交流の機会として開催いたします。  

*国外とのネットワーク：「国際みなとまち大学リーグ（PUL）」

横浜市西区にある西戸部地区は斜面地の上に広がる木造密集市街地です。低層の木造家屋が密集して

おり、急な坂道が多く道が入り組んでいるため、防災面など様々な課題があります。一方で、空の開

けた場所があるなど、斜面地独特の魅力もあり、本展示では、そうした見落としがちな地域の日常に

潜む魅力、価値、リスクの「みつけかた」を模型・イラスト・写真などを通して展示します。そこか

ら住民の方たちと西戸部のよりよい住まいのあり方を考えていきます。

場所の歴史的特異性をめぐって、フィクション／ノ

ンフィクションを織り交ぜた作品を構築する田村友

一郎氏を招き、アーティスト・トークを行います。

ゲストの上崎千氏とともに、都市とそこに生きた人

間の記憶に対して芸術でアプローチしていく際の

「技」について聞きます。予約不要。

上崎千
［芸術学／アーカイヴ理論］

1974年、神奈川県伊勢原市生まれ。東京都武蔵野市在住。ポストモダニズム期における芸術の非ミュージア
ム的な在り方、アーカイヴ的な在り方に関心がある。1998年、多摩美術大学大学院美術研究科修了。東京芸
術大学・横浜国立大学非常勤講師。

田村友一郎
［アーティスト］

1977年富山県生まれ。日本大学芸術学部写真学科卒。東京藝術大学大学院映像研究科修了。2013年、文化
庁新進芸術家海外派遣制度によりベルリン芸術大学・空間実験研究所に在籍。近年のおもな展示に、MOTア
ニュアル「風が吹けば桶屋が儲かる」（東京都現代美術館2012）、メディアシティ・ソウル（韓国 2014）、
「BODY/PLAY/POLITICS」（横浜美術館 2016）など。

横浜・神奈川をはじめ国内外の各地域における、地域課題の解決に向けた地域実践活動の成果を発表します。今年度から
は会場に来られた方の投票を踏まえながら各賞を創出します。

近い将来像としての「もうひとつのみなとまち～Another Port-city～」に向けて、現在の課題から実践に向けた提案を紹
介します。今年度は「海から丘にかけて」のエリアを対象に、横浜をはじめ各地のみなとまちにおける展開の可能性を議
論します。

［紹介プロジェクト］かながわ里山探検隊／かながわニューツーリズム／ローカルなマテリアルのデザイン／郊外サイコウ
／和田べんプロジェクト／ワダヨコプロジェクト／ほどがや「みちまち」プロジェクト／横国エコキャンパスプロジェク
ト／横浜市と市民生活白書をつくろう2016／市民活動を体験して考える協働型まちづくりプロジェクト／モビリティ・
デザインの実践／みなとまちプロジェクト／おおたクリエイティブタウン研究プロジェクト／移民・難民 コミュニティと
日本社会／現代世界の課題の探索と協力の実践

・Transfer Floating Base―防災基地としての活用（理工学部 海洋EP 4年・UDC-SEA：小竹杏奈）
・魚市場ジャンクション―釧路への提案をもとに（地域実践教育研究センター・志村真紀 准教授）
・ポスト・インダストリー（都市イノベーション研究院 Y-GSA：藤原スタジオ）
・Big Form/Small Grain―密集市街地の居住モデル（先端科学高等研究院・Y-GSA：寺田真理子 准教授・連 勇太朗 客員助教）
ゲストコメンテーター：信時正人［横浜国立大学 客員教授、UDC-SEA 代表、横浜市 参与、等］池島祥文［国際社会科学研究院 准教授］

横浜大改造計画　　日時：2017年3月17日（金）– 19日（日）11：00–19：00（最終日のみ18：30まで）　場所：BankART Studio NYK 3F／横浜市中区海岸通3-9 
主催：IUI展企画委員会／都市イノベーション学府・研究院　WEB：http://www.urban.ynu.ac.jp　問合せ：iui-exhibition@gmail.com／ 045-339-3826

「都市」をテーマとする文理融合大学院の展覧会。第 5回目となる今回は、セレクションされた修了作品・修士論文の展示のほかに、設立10年を迎えるY-GSA展、理論と制作を横断する

芸術文化研究所 Y-GSCのパフォーマンス上演を含む特別展、都市基盤系所属の土木学生による「ニュードボク」の提案、学生有志による学領域横断プロジェクト「2.5次元都市ヨコハマ」

展の 4つのプログラムを行ないます。研究分野を超えて開催される展示、ワークショップ、シンポジウムやレクチャーなど、新しい都市の時代を考える濃厚な三日間を予定しています。
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日時：2017年5月26日（金）12：30–14：30　会場 : 横浜国立大学 中央図書館メディアホール
神奈川県と本学が協力して取り組んだ「里地里山の保全効果についての学際的研究」の成果報告を行います。

里地里山プロジェクト成果報告会

2017.5.26

→「田村友一郎《裏切りの海》（横浜美術館 「BODY/PLAY/POLITICS」2016）」

第2部「Another Port-city vol.2～海から丘にかけて～」

アーバニストスクール・ミニシンポジウム「アーバニスト、地域を創る」
日時：2017年3月19日(日）11：00–13：30　場所：BankART Studio NYK 3F／都市イノベーション学府展内
主催：横浜国立大学 アーバニストスクール準備会
豊かなくらし、豊かないとなみ、豊かな地域を育むために、自分のもつ「知」と「力」を発揮してまちにコミットする
「アーバニスト」。ここでは、自らのチカラを活かしてまちを豊かにする「アーバニスト」の可能性について考えます。

ミニシンポジウム「みんなで語る西戸部のみつけかた」
日時：2017 年3月5日（日）　15：00–17：00

第1部「地域実践アワード2016」

日時：2017年3月11日（土）13：30–16：00　会場：横須賀市産業交流プラザ　第2研修室
［概要］「みうらからはじめる研究会」第1回の振り返り（高見沢実 教授）／ 自然を活かした新三浦居住プロジェクト
（吉武俊一郎）／人的資源等の連携によるエコミュージアム統合モデルプロジェクト（大原一興 教授）／
歴史を活かした新コミュニティ開発プロジェクト（大野敏 教授）／地域課題や地域資源、地域活動に関するまとめの議論

YNU LOCAL

会場：横浜市立一本松小学校 図書室（予定）
登壇者：乾久美子、織山和久、寺田真理子、連勇太朗、地域の方々

2017.3.19アーバニストスクール・ミニシンポジウム

みんなで語る西戸部のみつけかた


